
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画

　 
　
第
３
次
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　
総
合
計
画
と
は
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
あ

る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
考

え
や
方
向
を
示
し
、
総
合
的
・
計
画
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な

指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
は
、
め
ざ
す

市
の
す
が
た
（
将
来
像
）
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
・
政
策
を
示
す
「
基
本
構
想
」

（
平
成
26
年
度
か
ら
お
お
む
ね
10
年
間
）

と
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
を
達
成

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
る
施
策
や
事
業
を
示
す
「
基

本
計
画
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
第
１
次
計
画

（
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
）
、
第

２
次
計
画
（
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
）
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
次
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
人
口
減
少
の
抑
制

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
、

こ
れ
ま
で
も
人
口
減
少
に
「
歯
止
め
を
か

け
る
」
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
第
３
次
計
画
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
人

口
減
少
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○「
伊
賀
ら
し
さ
」
の
追
求

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
一
方
、

大
規
模
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
な
ど
に
よ
る
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
人
と
の
絆
や
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
追
い
求
め
る
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
地
域
社

会
に
も
新
た
な「
つ
な
が
り
」や「
ら
し
さ
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
特
有
の
地
域
資
源
を
活
か

し
、「
伊
賀
ら
し
さ
」に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
時
代
・
社
会
の
変
化
へ
の
対
応

　
時
代
・
社
会
の
変
化
へ
対
応
し
て
い
く
た
め
、

「Society5.0

」や「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
っ
た

新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た

行
政
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

遅
れ
な
ど
へ
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

※
Society5.0…

情
報
社
会
に
続
く
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
め
ざ
す
べ
き
未
来

社
会
の
姿

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ…

２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
決

め
ら
れ
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
第
３
次
計
画
で
は

基
本
構
想
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
く 

地

域
が
輝
く
」
伊
賀
市
に
向
け
た
総
仕
上
げ
と
し
て
、

次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
す
。

Ⅰ
　
市
政
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ（
新
た
な
日

常
・
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
な
ど
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
的
確
な
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
環
境

の
整
備
を
行
い
、「
新
た
な
日
常
」
に
向
け
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
確
立
し
、「
市
政
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
図
り
ま
す
。

Ⅱ
　
さ
ら
に
「
誇
れ
る
・
選
ば
れ
る
伊
賀
市
」へ

　
加
速
化
す
る
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

む
計
画
で
あ
る「
伊
賀
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を一
体
化
し
、「
来
た
い・住
み
た
い・住

み
続
け
た
い 

”伊
賀“
づ
く
り
」に
向
け
、地
方
創
生

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
　「
オ
ー
ル
伊
賀
市
」
の
実
現

　
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
に
則
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
承
し
つ
つ
、｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
経
済
・
社
会
・
環
境
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
住
民
自
治
協
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
伊
賀
市
を
実

現
し
ま
す
。

第３次計画が
令和３年度からスタート！

◆
こ
れ
か
ら
の
課
題
◆

◆
計
画
の
テ
ー
マ
◆
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2023
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2024
(R6)

第２次伊賀市総合計画基本構想 「
ひ
と
が
輝
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地
域
が
輝
く
」

                        

伊
賀
市
へ

「勇気と覚悟」を持ったまちづくり
→分権型のまちづくり Ⅲ「オール伊賀市」の実現

Ⅱ さらに
　「誇れる・選ばれる伊賀市」へ

Ⅰ 市政のバージョンアップ
　（新たな日常・新しい生活
　  　  様式の確立）

「誇れる伊賀市」
「選ばれる伊賀市」へ

市政再生の深化・進展

第１次計画

第２次計画

市政の再生
市
政
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

伊
賀
市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

第３次計画

基本構想

第3次計画（基本計画）

安全・安心

健康・福祉

活　力 人・地域づくり

●①
生活・環境
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第
３
次
計
画
の
策
定
に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
総
合
政
策
課
　
○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
　
○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
件
名
「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第

３
次
計
画
中
間
案
」
、
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
明
記

の
上
、
総
合
政
策
課
ま
で
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ま
た
は
２
次
元
コ
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ら
ア
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し
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。
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※

提
出
い
た
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い
た
ご
意
見
は
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計
画
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定
の
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考

　
と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
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な
ど
で
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し
ま
す
。

※
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の
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は
行
い
ま
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。
ま
た
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だ
い
た
ご
意
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は
返
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※
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の
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、
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興
課
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も
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け
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け
ま
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。
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付
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）
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「
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で
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３
次
計
画

中
間
案
の
概
要
に
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て
、
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を
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し
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い
ま
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。
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ご
と
に
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の
動
画
を
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の
で
、
確
認
し

た
い
テ
ー
マ
に
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て
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は
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。
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落
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て
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史
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く
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ト
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◆

◆
説
明
動
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て
い
ま
す
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第
３
次
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は
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①
健
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・
福
祉
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②
生
活
・
環
境
、
③
産
業
・
交
流
、
④
生
活
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・
人
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、
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文
化
・
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づ
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、
⑦
計
画
の
推
進
の
分
野
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施
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と
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的
に
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０
８
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本
事
業
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
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⑤ 分野別施策・事業  【産業・交流分野】
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　 ／策定の流れ／ご意見の提出方法
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。
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、
ウ
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も
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で
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。
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Ｒ
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は
２
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。
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。
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個
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の
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は
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。
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、
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た
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し
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せ
ん
。
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の
場
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、
各
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興
課
で
も
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ま
す
。

【
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付
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（
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で
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概
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。
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に
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を
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の
で
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に
つ
い
て
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聴
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で
構
成
し
て
い
ま
す
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　 意見募集にあたって／第２次伊賀市総合計画とは
　 ／策定の流れ／ご意見の提出方法

新たな日常・新しい
生活様式に対応

動画は、スマートフォン、タブ
レットなどで、お好きな時間・
場所で視聴できます。

【動画リスト】
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第２次伊賀市総合計画
第３次計画（中間案）について
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